
 

 

 

 

 

自殺に傾く人への対応手引き 

― 青木ヶ原樹海周辺で気になる方に出会ったら ― 
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はじめに 

 

 青木ヶ原樹海は、富士河口湖町及び鳴沢村にまたがる富士山北西

の溶岩流上に位置し、ヒノキ等の常緑針葉樹を主とする自然植生が

広がり、溶岩風穴や溶岩樹型など特異な火山地形も点在する、すぐ

れた自然景観を有する地域です。 

自然豊かな青木ヶ原樹海ですが、自殺を目的として訪れる方も存

在しています。そのような方々の自殺を防ぐため、地元の企業、団体、

行政で組織する「いのちをつなぐ青木ヶ原ネットワーク会議」では、青

木ヶ原樹海のイメージアップや水際対策に取り組んでいます。 

この冊子は、青木ヶ原樹海周辺で自殺に傾いている方に出会った
ときの具体的な対応手引きです。周辺の地域にお住まいの方や仕事
をされている方に、この冊子を活用していただき、命を絶たれる方が
一人でも少なくなることを願っています。 

 
いのちをつなぐ青木ヶ原ネットワーク会議 

 
 

 

青木ヶ原樹海は、自然公園法による特別保護地区に指定されてい

ること、文化財保護法による史跡名勝天然記念物に指定されている

ことから、立ち入りに当たっては自然環境を傷つけることのないよう

注意する必要があります。 

また、山梨県では自殺を助長する恐れのある映画やテレビ番組、

配信等を行う動画の撮影等を目的とした入山は認めていません。 
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青木ヶ原樹海で保護された方からの手紙 

（2014年6月  20代の女性より） 
 

 

拝啓 初夏の候、皆様いかがお過ごしでしょうか。突然のお手紙、大

変失礼いたします。 

私、今年４月２９日に樹海でふれあい声かけ事業の方に声をかけて

いただいた○○と申します。 

 

学校や将来、父の言葉に悩み、自殺という形で全てを終わらせよう

としました。私の人生何だったのだろうと考えながら歩いていたとき、

声をかけていただきました。自殺を決意し樹海に行きましたが、声を

かけて頂いたときは本当に安心しました。車に乗せて頂き、携帯を見

ると、母からのメッセージがきていました。「今までありがとう。」という

内容を送った私に、母は「お願い。迎えに行くから待って。」と、送ってく

れました。そのとき、もしかしたら私はまだ生きていていいのかもしれ

ないと思いました。泣いて混乱して、しっかり話せない私の話を聞い

て頂き、少し落ちついた頃に警察の方が来てくださいました。あのと

き、もっとしっかりお礼を申し上げたかったです。今、手紙という形で

すが、皆様に感謝の気持ちを伝えられてとっても嬉しいです。 
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迎えに来てくれた両親は泣いていました。母は「心配したんだよ。」

と言って、自宅から持ってきた私のコートをかけてくれました。父も「寒

かっただろう。」と言って肩を抱いてくれました。止まっていた涙が再

び流れました。警察の方にお礼を申し上げ、両親と車に乗りました。そ

のとき父が「慌てたから車こすっちゃったよ。」と苦笑いしました。そん

な父を見て私も少し笑いました。久しぶりに母の横で眠り、無事に帰

宅しました。家を出てからまともな食事をしていなかったので、しばら

くあまり食べられませんでしたが、今は何でも食べられるようになり

ました。学校は両親と話し合い、退学しました。どうしても看護師にな

りたいという気持ちが両親に伝わり、退学願を提出したその日から予

備校に通っています。 

 

皆様に助けて頂いた命、病気やケガに苦しむ方のために使います。

私が帰宅した４日後、ガンを患っていた祖母が亡くなりました。「おば

あちゃん、私もう一度頑張るね。」と声をかけると小さく頷いてくれまし

た。祖母を見て、なんてことをしたのだろうと思いました。生きたくても

生きられない人がいる、という言葉を今までにないくらい実感しまし

た。こんなことしなければよかったと後悔しました。ですが、後悔して

も何も変わらないので、今回のことをこれからの人生に生かしていき

ます。 

皆様、お仕事とても大変だと思いますが、お体にお気をつけてお仕

事頑張ってください。 

  敬具  

 
［筆者には使用許可を得ています］ 
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１ 自殺に傾いている人のこころを理解する 
  

＜自殺に傾いている人に共通する特徴＞ 

〇考え方が極端になり、自殺することが唯一の解決方法だと思

い込む。 

〇自殺に傾く人の多くは「生きたい」気持ちと「死にたい」気持

ちの間で揺れ動いている。 

〇何らかの方法で助けを求めるシグナルを出している。 

 

このシグナルをキャッチして、自殺予防につなげる 

１）自殺に傾いている人のこころや考え方 

①こころ 悲しみ・気分の落ち込み・孤独・無力・希望のなさ・ 

無価値感 

②考え方 死ねたらいいのに・どうすることもできない・これ以上

耐えられない・私はダメな人間で重荷になるだけだ・

自分がいない方が他の人は幸せだろう ・消えてしま

いたい 
 

２）自殺に傾いている人のこころの状態 

①相反する考え（両価性） 

〇「苦しみから逃れたい、死にたい」という強い衝動と「でも、生

きていたい」という願望が同時に存在する。 

〇自殺を考えていることを誰かに気付いてもらいたい、助けても

らいたいという思いを持っている。 

〇常に「生きること」と「自殺をすること」の間で気持ちは揺れ動

いている。 
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②あまり深く考えないで行動してしまう行動特性（衝動性） 

〇自殺は衝動的な行為である。 

〇自殺衝動は他の衝動と同様に一時的で、数分から数時間しか

続かない。 

③かたくなで、自分の考えや態度をあらためない（頑固さ） 

〇自殺に傾いている時は、様々な原因やこころの病の影響もあっ

て、気持ちに余裕がない。 

〇考え方や物事の見方に柔軟性がない。 

〇自殺によって「終わらせること」と、困難から「抜け出すこと」

が、ただ一つの解決方法だと思い込む（「死にたい」のではな

く、「終わらせたい」、「抜け出したい」）。 
   

身近にいるかもしれない自殺を考えている人のサインに早く気

づき、精神科医等の専門家につなぐとともに、その指導を受けなが

ら見守っていけるようにすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりの気づきが自殺予防につながる 
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２ 「死にたい」「自殺したい」と言われたとき 

 

相手の話に耳を傾け、その言葉と気持ちをいったん受け止めること

に心掛ける。共感と支持、相手へのねぎらいが重要になる。 

自殺に傾いている人の多くが、本当に「死にたい」のではなく、「生き

たい」という願望を持っている。支援によってその願望を増やすことで、

自殺の危険性を減らすことができる。 

 

１） 対応する人の心得 

□ 自ら相手とかかわるための心の準備を整える。 

□ 温かみのある対応を心掛ける。 

□ 真剣に聴いているという姿勢を相手に伝える。 

□ 相手の話を否定せず、しっかりと聴く。 

□ 相手のこれまでの苦労をねぎらう。 

□ 心配していることをしっかりと伝える。 

□ わかりやすく、かつ、ゆっくりと話をする。 

□ 一緒に考えることが支援である。 

□ 準備やスキルアップも大切である。 

□ 自分が相談にのって困ったときのつなぎ先（相談窓口等）を 

事前に知っておく。 

□ 対応者（ゲートキーパー）自身の健康管理、悩み相談も大切

である。 
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２） 声かけの基本対応 

＜すべき対応＞ 

□ 冷静な態度を保ち、相手の話に耳を傾ける。 

□ 相手の話をいったん受け止め相手を思いやる姿勢を示す。 

□ 相手の置かれた状況を真剣に受け止め、自殺の危険の程度を

判断する。 

□ これまでにも自殺を図ったことがあるかどうか質問する。 

□ 自殺以外の可能性を探る。 

□ 自殺の計画について尋ねる。 

□ 十分な時間をとる。 

□ 自殺しないという約束をしてもらう。 

□ どのようなサポートが得られるか検討する。 

□ 可能であれば、自殺に使われそうな手段を取り除く。 

□ 実際に行動を起こし、他者に知らせ、助けを求める。 

□ 自殺に至る危険が高い場合、その人と一緒にいる。 
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＜してはいけない対応＞ 

□ 状況を無視する。 

□ 感情をあらわにしたり、大げさにふるまったりする。 

□ 問題を軽視する。 

□ 「自殺してみろ」などと挑発する。 

□ 自分ばかりが話し、相手の話をしばしばさえぎる。 

□ 杓子定規の対応、押し付けがましい対応をする。 

□ 自分の価値観を押し付ける。 

□ 表面的な激励をする。 

□ しかりつける。 

□ 誤った保障を与える。 

□ 秘密にすると約束する。 

□ その人を一人にしてしまう。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お金なんてすぐに戻るよ」 

「病気もすぐ良くなるから」 等 

「命を粗末にしてはいけない」 等 
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Ｍeｍｏ 

 

３） 傾聴のポイント 

＜「聴く」ための５つのポイント＞ 

□ 話しやすい雰囲気をつくる。 

□ 先入観をもたずに聴く。 

□ 質問をできるだけ控える。 

□ 相手の発言をじっくり待つ。 

□ 勝手な解釈や評価、批判はやめる。 
 

＜「聴く」の具体的な行動＞ 

□ あいづちを打つ。 

□ 相手の言葉や思いを繰り返す。 

□ 相手の訴えを整理して、はっきりさせる。 

□ 「でも」など相手の言葉をさえぎる言葉を使わない。 

 

 

 

 

 

 

「うんうん」「なるほど」 

「○○なんですね」 等 
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４） ＴＡＬＫ
ト ー ク

の原則 

自殺したいという思いに傾いている人や自殺の危険の高い人へ

の対応として「ＴＡＬＫの原則」がある。 

 

Ｔｅｌｌ   

あなたの様子を見ていると、とても心配になるという点をはっきり

と言葉に出して伝える。 

 

Ａｓｋ  
自殺のことをうすうす感じているならば、はっきりとその点につい

て尋ねる。誠実な態度で対応するなら、それを話題にしても危険で

はなく、むしろ自殺予防の第一歩になる。 

 

Ｌｉｓｔｅｎ 
傾聴する。徹底的に聞き役に回り、相手の絶望的な気持ちを真剣

に聴く。 

 

Ｋｅｅｐ Ｓａｆｅ 
少しでも自殺の危険を感じたならば、安全を確保する。その人を

決してひとりにしないで、医療機関につなげる。 
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３ 具体的な対応について 
青木ヶ原樹海周辺で気になる方に出会ったときの対応についてま

とめた。 

 

＜自殺に傾いている可能性がある人の特徴＞ 

・１人で来ている。 

・午後２～３時以降に樹海に来る。 

・座り込んで携帯をいじっている。 

・スーツ姿やハイヒールなど、場にそぐわない格好をしている。 

・何かを思い詰め、寂しげな様子である。 

・リュックサックやショルダーバッグを身につけ、軽装である。 

・看板をぼうっと見ている。 

・何日か風呂に入っていないような不潔感がある。 

・樹海の入り口をうろうろしている。 

 

 

 

 

＜実際に対応するときのポイント＞ 

・基本は二人で対応する。 

⇒ 一人が警察等に連絡できる体制で対応。 

・自殺に傾いている可能性が高いと判断したら、可能な限り荷物（リ

ュックサック等）の中身を確認する。 

⇒ ロープ、刃物、薬品等の確認。 

・対応者の身の安全を守ることも意識する。 

・この手引きを見ながら対応することも良い。 

次ページのフローチャートを参考にして対応 
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声かけフローチャート 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観
光
等
の
目
的
や
移
動
手
段
が
な
い 

心
配
し
て
声
を
か
け
た
こ
と
や
、追
い
込
ま
れ
て
樹
海

に
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、

あ
い
ま
い
な
返
答
で
あ
っ
た
り
、返
事
が
な
か
っ
た
り
す
る 

はい はい 

いいえ 

対
応
終
了
。協
力
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
。 

いいえ 

 

ま
ず
挨
拶
し
、「
青
木
ヶ
原
樹
海
周
辺
の
見
守
り
を
し
て
い
る
」
「
気
に
な
っ
て
声
を
か
け
た
」

等
、声
か
け
の
意
図
を
説
明
す
る
。 

「青木ヶ原樹海に、追い込

まれた末に来る方がいるん

ですが、あなたもお困りのこ

とがありますか？」 

「ご協力ありがとうございました」

「突然すみませんでした」「お気を

つけて」 
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富士・東部保健福祉事務所 

（保健所）（地域保健課） 

富士河口湖町役場（福祉推進課） 

鳴沢村役場（福祉保健課） 

富士吉田警察署（生活安全課）           

関
係
機
関
が
連
携
し
て
対
応
す
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
殺
を
考
え
て
い
た
り
、死
に
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
り
す
る 

二人で対応している場合には、一人が話を

聴き、もう一人が通報する。 

いいえ 

自殺は否定するものの、様子が

心配なときは相談する。 

はい 

自殺を考えていたり、その場か

ら逃げようとしたりする場合に

は、通報する。 

「私にはあなたが思い詰めているように

見えるんです」 

「もしかして、自殺を考えていませんか？」 
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４ 関係者の具体的な取り組み 
 
すでに地元の方々の様々な活動を通じて、多くの方の尊い命が守ら

れている。 

 

青木ヶ原ふれあい声かけ事業について 

声かけ監視員 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間巡回について 

富士五湖ダルク 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容としては、鳴沢村と富士河口湖町のそれぞれ二人一組のチー

ムが毎日、日中の時間帯に青木ヶ原樹海周辺を巡回しています。富岳風

穴、氷穴、コウモリ穴や遊歩道等、樹海を訪れて自殺を考えていそうな人

に声をかけ、自殺が目的の者と判明した場合、警察で保護してもらいま

す。この活動では、訪れる手段として、バスで来る不審な１人で行動して

いる客がいないかチェックします。路線コース、周辺道路の空き地的スペ

ース、無人の施設、樹海内の遊歩道の巡回を行っています。 

県の民間団体が行う自殺対策の補助金を活用して、毎週２回程度、夜

間の約９０分間、青木ヶ原樹海周辺を巡回して声かけ活動をしています。

主に富岳風穴及びコウモリ穴の駐車場と国道１３９号線、県道７１号線沿い

を車で巡回し、単独での駐車場の利用者、単独の歩行者等に声かけをし

て対応をしています。夜間なので様々な状況の方がいます。真っ暗な場所

に長時間エンジンを切って止まっている車を発見したときには、声かけを

して、必要な場合は警察と連絡を取ることもあります。 
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地元交通機関の職員の取り組みについて 

富士急バス株式会社・富士急山梨ハイヤー株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

自殺企図者の保護活動について 

   富士吉田警察署 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

自殺企図者の保護活動を中心に、関係機関と連携して自殺防止

対策を行っています。夏休みの時期には移動交番を設置して企図

者の発見・保護活動および相談活動を実施しています。また、パト

ロールする際に、自殺企図者の車両等がよく駐車されている場所

を確認して声かけを行うなどの活動を行っています。 

多くの運転手等が、業務中に気になる人を発見した場合に、対応手順

に沿って本社配車センター等と連絡をとりながら、直接声かけをしたり、

ふれあい声かけ事業に繋げたり、警察に保護依頼等をするなどして配

慮ある接し方に心がけながら対応しています。 
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いのちをつなぐ青木ヶ原ネットワーク会議の事務局として、多くの関

係機関の協力のもと、イメージアップを目的としたウォーキングイベント

「健やか樹海ウォーク」を毎年8～9月頃に開催しています。 

令和6年度からは、県内外から青木ヶ原樹海を訪れた自殺企図者に

ついて、富士吉田警察署と連携し、居住地の相談機関へつなぐ支援を

開始したほか、夜間時間帯の見守り・声かけ強化のため、無人航空機

（ドローン）を用いた事業も行っています。 

 

 

町村、県の取り組みについて 

鳴沢村役場・富士河口湖町役場 

 

 

 

 

 

 

 

   

山梨県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※関係者の取り組みについては、令和7年10月時点のものです。 

 

 

 

青木ヶ原樹海はこの２町村にまたがって位置しています。昔は地元の

人々の生活を支える森でしたが、昭和４０年代から自殺の場所として有

名になってしまいました。 

青木ヶ原ふれあい声かけ事業等を通じて保護された方で、身寄りや

居住地がない場合には、その後の支援等についての相談にも対応して

います。 
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＜参考①＞  

関係機関連絡先について 

富士吉田警察署（生活安全課） ０５５５－２２－０１１０ 

富士河口湖町役場（福祉推進課） ０５５５－７２－６０２８ 

鳴沢村役場（福祉保健課） ０５５５－８５－３０８１ 

富士・東部保健福祉事務所（保健所） 

（地域保健課） 
０５５５－２４－９０３５ 
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＜参考②＞ 

悩みや困りごとを話してくれた方に、専門の窓口を紹介する場合の

参考にしてください。どこにお住まいの方でも相談できる窓口です。 

 

こころの健康相談統一ダイヤル 

おこなおう まもろうよ こころ 

☎ ０５７０－０６４－５５６ 

対応時間  365日24時間（平日12時～13時を除く） 

（山梨県内から架電した場合） 

※相談対応の曜日、時間は都道府県によって異なります 

 

♯いのちのSOS 

（NPO法人 自殺対策支援センターライフリンク） 

                  おもい  ささえる 

☎ ０１２０－０６１－３３８  

対応時間 ３６５日 ２４時間 

 

山梨県内の相談機関については、山梨県立精神保健福祉センター

のホームページに掲載されていますので、参考にしてください。 

↓こちらを読み込んでいただくと、専用ページにアクセスできます。 
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